
複素数幾何学の円線図への応用　（第3報）

（四端子回路電力型円線図の均等目盛り尺度）
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1．　緒 言

　電気圃路円線図の1幾能は，その円線図を得た「朔屋各のインピーダンス，アドミッタンス，

電庵，電流，電力，能率等知ることを必要とする種々の変化量の付記尺度が完備するほど

増すことはいうまでもない．なおその尺度は製作の上からも，使用の優利さからも，均

等口盛りのものであることが望ましい．したがって，この均等目盛り尺度の製作は従来

から色々研究されており，従来よく川いられたように円線図の式が一一知亟i数式で与えら
　　　　　　　　　　　ゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらう
れたとき，その変数の尺度，半極線の理論を応訴した尺壌：，パワー表示用基線の玉野に
　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

よった尺度，電気機器回路円線図に万ミされた能率尺度がそのf列である．しかしこれ等の

例でも解るように，それぞれ考え方の基本を異にした製作方法が取られ共通の製作原野

と云うものが無かったように思う．筆者は尺度の製作に共通の筆勢を得れば製作の単純

統一化が出来るし，また多種の新しい尺度も製作出来ると考え，その研究を試み，いま

までにほぼ初期の目的を達し得たと思うので以下これを発表さして頂く．もちろん竃気

回路円線図は多1｛皮にわたり，その付設尺度の総てを述べつくすことなどは，この小論女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
で不灯能のことで，本報告では均等図盛り尺度製作の原理と，第2報に示した四端子回

路電力型1：ぎ麹継1に関する均等目盛り尺度の主なものの製作方法を述べる．なお3章以下

の諸記．号は特に注意がない下り第2報と同じものを用いる．

2．均等目盛り尺度製作の理論

　2．！　均等目盛り尺度の種類

　これから示すP．1線図付記の均等目盛り尺度を基本的に分類すると矢張り従来からあっ

た，根点と直線均等「1盛り尺とを備えるもの〔第2－1図〕，パワー表：示用基線の理に従

うiri：線均等目盛り尺を備えるもの〔第2－2図〕，　根点とFl均等｝二1盛り尺を備えるもの

〔第2－3図〕となる．勿論尺度によってはこれ等のものを紐合せた尺度となる場合もあ

る．

　第2－1図においてC円は円線図，S直線は均等闘盛り尺，0’は根点であって従来の尺

度と同じようにS尺．．しの隣盛りλの’1乳と根点0’を結ぶ直線が円線図と交わる点をω，己び

とすれば，この点と原点を結ぶベクトルはλに対応するWを．与えるものとする．また
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2

／

　シ
／

・L　・／◎

　／　／
／

／

0

S

第2－1図

＼
綱
乙
、

　
〆
　
　
　
7

　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

帰
で

　
　
　
　
　
…

　
　
、
〆

　
　
　
　
　
　
0

第2．一一2採｝

藤弁真一 Ro．13

第2－2図の五直線はパワー表万≒用基線

であって従来のパワー表示用基線の理に

従う．すなわち均等目盛り尺Sの零目盛

り点はS尺とL線との交点であって，

S尺のλ厨盛り点からゐ線に平行に引

いた腹線とFi線図との交点をZσおよび

卿’とすれば原点0とωおよび卿’を結

んで出来るベクトルWおよびW’はλ

に対応する理を与えるものとする。第

2－3図は円形の均箸；目盛尺Sを持つ尺

度の一例であって，　SFI上に補助根点

0”，また3円の中心と0”を結ぶ面：線

に直交する補助直線尺S’および根点0’

を備える尺度を示している．S尺上のλ

図盛り点と補助根点0”を結ぶ直：線が補

助尺ε’と交わる点をPとし，　Pと根

点αを結ぶ直線と円線図との交点をzσ

およびω’とすれば原点0とωおよび
ω’ ﾆを結んで1：ド1来るベクトル搾および

W’はλに対応するWを与えるものと
する．

S

雰；2一一31ツ〔

　2．2　根点と直線均等貝盛り尺を備える尺度

　電気回路で，ある個所の電力乳電圧，電流，インピーダンス，アドミッタンス等のう

ち，一つの量〔これを障とする〕が選ばれ，その円線図が画かれているとし，その方

程式は

　　　　　　　　獅炉・一（Cた稀！十CW々）一トCC々一2？1～為＝＝0　　　　　　　　　　　　　（2．2－1）
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であるとする．勿論この円は圏路のある条件のもとで成立するのであって，この条件を

今〔で〕および〔ロ〕〔例えば電源電脹一ラ鉱，負荷端子電圧一定とモ、・うように〕である

とする．更にもし条件臼〕，〔ロ〕の代り，条件〔イ〕，〔ハ〕でも搾は円となり，か

つ〔ハ〕の条件を特性づける量がスカラ：縫λであるときは，その円は

　　　　　　　　　予榊ヒ｛戸・（え＞w÷F〈え）wた｝十ア（λ）一〇．　　　　（2．2－2＞

ただしF（λ〉は複索回数，∫〈え）は実1蜘数と表され，この｝：隔まλに三々の値を入れるとき

λをパラメーターとする円群となる．〔イ〕，〔P〕およびλ＝えρの三条件のもとではW

の雁W♪は式（2．2－1＞円と円

　　　　　　　　　予セ樋／距一　｛1㌦（21・）1薩／十戸（λρ〉祠／ん｝　十∫（λρ〉篇0　　　　　　　　　　　　（2．2－3）

との交点で与えられる．あるいは式（2、2－1）円と式（2．2－3）円との2交点を過ぎる直

線

　　　　侮（えρ）一α｝W十｛F（えP〉一ご｝顧＋∫（λPト（6ごヒ勲・〉一〇　（2．．2－4＞

と式（2．2－1＞円との交点として求y）得る．

　よって式（2．2－1＞II．1線図ト1設のλの尺度が根点とli；賃二線均等1：1｛盛り／：ミを備えるもヴ）で

あれば，：先：づ直線群

　　　　偉（λ）一ご・牌＋｛ズ（λ）一ご｝甑÷∫（λ〉一（こごヒ盈・〉一〇　（2．2－5）

が共通の一点を通ることである、すなわちλの値に無関係に

　　　　　ごα一掬・一∫（λ）一品λトご・｝ナ＋．｛戸（え〉一ご｝九　　　〈2．2一一6＞

が成り：立つ必要がある．．ヒ式でアは定数で式（2．2－5＞直線群の共有ノ1孟である．式（2．2

－5＞に式（2．2－6）の関係を入れ，なお

　　　　　　　　　　　　　　　1卜（λ）一C慧φ（λ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2－7）

とおけば

　　　　　　　　　φ・（脾＋φ（λ廠ヨφ・（λ）ナ＋φ（λ爾一〇．　　　（2．2一一8）

　1更に憤：線均等目盛り尺．であるためには，式（2．2一一8＞直線群のうちλ＝○○σ）海線

　　　　　　　　　のた（QO）i環！→一φ（○○＞Ty々一　｛φ々（○○）コP十ψ（○○）7、ゐ｝　篇0　　　　　　　　（2，2－9）

に平行で，かっこの直線と任意のllll隔♂を持．）た凶：線

　　φ・（・・）晒φ（・・匹｛φ・（・・）ナ＋φ（・・伽・〆偏）φ・両｝一・（…一！・）

と式（2．2－8）lll｛二線群との交点をMとすれば，このM点と，λ瓢0の凶二線

　　　　　　　　　φ・（0）吻＋φ（0＞甑一｛φ・（0）ア＋φ（0肉一〇　　　（2．2－11）
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と式（2．2－10）直線との交点〔M〕λ一〇との距離4が，λおよび1に比例しなければな

らない．しかしてMは式（2．2－8＞と式（2．2－10＞から

　　　　　　　　　　　　躍一ナー亟翻編）塾鴇癖編・　　　　　（…一12＞

また

　　　　　　　　　〔ぬ。。4一．2”¢（・・）φ・（望）φ（9）．　　（、．2－13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ（co）φん（0＞一φ走（oo）φ（0＞

　　　　　　卸一〔ぬ。。一2〆φ（。。）φ・ぐ・・）｛砺。）讐）爾φ（。〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一φ（。．〉φ、（劣（翌φ、（．．）φ（、）｝　　　　（…一14）

よって4が」とλに比例するためには

　　　　　　》偏〉φ・面｛φ（．．）蜘璽Ol、（。．）φ（。「φ（．．）φ、（、誓読（．．）φ（、）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一規へ／ヨ寵；・

　　ただし柳は任意：の実定数である．これから

　　　　　　　　　　．　　　φた（0）÷4三璽一．｛φ（OQ）φ々（0＞一φ距（○○〉φ（0）｝λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ（QO）　　　　　　　　　φ差（λ〉

　　　　　　　　　砺篇φ（・）一画・・）φ・（・）一φ・（・・）φ161｝Σ●（a2－15＞

この式を満足し，かつλ→・0のときψ（2＞→・φ（0），2→oOのときφ（λ）一〉φ〈OQ＞となるφ（λ）

の葺とも基頭∫貞勺な1直‘よ

　　　　　　　　　φ（、〉一φ（0＞堂φ（．．）φ遼（0）卿（0）｝え　（。，一16）

　　　　　　　　　　　　　　1＋φ1講羅爾＠（。。）φ・（0＞一φ・（。。〉φ（0）｝λ

あるいは

　　　　　　　　　φ（・）』9幽㌧、勿伽！卿　ρた（．．）卿　　（、．2＿17）

　　　　　　　　　　　　　　φ々（0）＋　ノ吻．｛φ（OQ）φ走（0）一φ走（oO）φ（0＞｝λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ（。。）

である．以上の吟味からえの尺度が表題のものとなるためには一般にφ（λ）は
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　　　　　　　　　　　・　　ズ4十Bえ
　　　　　　　　　　　の（え）…α＋δ7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2－18）

の形，あるいはその逆数の形の画数であればよいことが解る．どちらの形の簸数でも結

果は同じになるから式（2．2－18）を式〈2．2－8）に入れた形を示せば

　　　誓幾え晒鴇鍔蝋4謡与＋濫費九）一α（・・一・9＞

この形の式は容易に下の諸式の形に変形することが出来る．

　　　　（茄　　．一．．…．一一十。々α十δλ）甑（講互＋ご）廠一Gぞ、、初）一α（・・一・・）

　　　　（＆2十・4のレγ十（Bλ十み〉稀！ゐ一　（メ》λ一←（1＞　竺0．　　　　　　　　　　　　　　〈2．2－21）

　　　　莞濃々え吻一二∵潔骸一（A1鳶十13’たλ．　A「十B’λ．　　　一一丁一…一…　　7「鳶　α十∂λ　　　α十6λ）諒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2。2－22＞

　　　　（論＋ゆ一（。琴、、＋o）賑ブ（論＋・・戸（・・調

　　　　　　（23’たス十ノ4’た＞W一　（B’λ一十ーメ1’）Vレ「ゐ十プ（メ）ノλ→一（1’〉＝0．　　　　　　　（2．2－24＞

ここに／㍉β，．4㌧」B’，瓦C，H’，　C’は複素定数：，α，δ，〃ち2ろ77〆，7〆，1），（1，1メ，

σ’は実1走数である．

　よって本節を要約すれば，条件〔イ〕，〔ハ〕のもとにおける罪円と式（2。2－1）円と

の2交点を過ぎる直線が式（2．2－19）から式（2．2～23）のどれかの形に導かれる場合，

あるいは条件〔イ〕，〔ハ〕のもとでWが式（2．2～19）から式（2．2－23）の形の直線と

なるときは，式（2．2－1）円線図付設のλの尺度は一根点と直線均等隣盛り尺から構成

され得る．

なお・の腋が畷点と蘭燐1輔駅から蹴される・・寺・・の腋から義の塒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘盛り尺度を製作するには，次の方法による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができる．第2－4図においてSλ直糸1異は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　λの均等際盛り尺，0’は根点，oは零悶盛り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　点とすれば，S手直線のように0’oに平行で，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ幽の鹸に謝た醐、、毛の堺購

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り尺とすることができる．根点はλの尺度の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものと変らずαである．その零倒盛り点は

　　　　　　　第2＿4図　　　　　　　0’を過ぎSλ直線と平行な癒二線を引き，これ
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とSよ直線との交点。ノを取る．またその単雛嗣盛り長さs1はSλ尺の目盛り1の点と
　　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

根点0’を結ぶ直線が＆　直線と交わる点を求め，1’とすれば
　　　　　　　　　　　冗

　　　　　　　　　　　　　　　　sf・’1’　　　　．　　（2．2－25）
　　　　　　　　　　　　　　　　λ
である。

　2．3　パワー表示用基線を持つ尺度

　式（2．2－1）Fl線図1寸設のλの尺度がパワー表示用基線を持つためには，まつ式（2．2

－5＞が平行直線鞘三でなければならない．よってφ（λ〉をλの実醜数，αを定角とすれば，

式（2．2－5）は

　　　　　　　　φ（λ〉ε㎝ゴα肩／÷φ（λ〉εノα穰／毒十∫（λ）一（CC鳶一ノぞノぞ々）＝0．　　　　　（2．3－1＞

λコ0α）直線は

　　　　　　　　φ（0）ε『ゴα舅／十φ（0）εノα1叩々十．プ（0）一（CC々一1ぞ1｛～魚）＝＝0．　　　　　（2．3－2）

よって．均等卜1盛り尺であるためには更に式（2．3－2＞直線と式（2．3－1）直線との1｝、1｝隔が

λに比例しなければならない．このためには例えば原点を過ぎる直線

　　　　　　　　　　　　　　ε一ノα研！一εゴαW々＝0　　　　　　　　　　　（2．3～3＞

を取って，この直線と式（2．3－1）直線との交点M，　および式（2．3－2）直線との交点

〔M〕祉。を求めれば，

　　　　　　　　　　　　1レ望「一〔M〕λ一〇　＝＝7ηεノαλ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3－4＞

　　　　　　　　　　　　　〔襯は任意0）実定数〕

　しかるに式（2．3－1）と式（2．3－3）から

　　　　　　　　　　　　　込鐘二典二鈎．　　　（。、一、＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　2φ（λ〉ε一ノα

式〈2．3－2）と式（2．3－3）から

　　　　　　　　　　　　〔ぬ…ごご云藩イ（0＞・　（・・一・〉

上の三式から

　　　　　ごご・一臨∫（・）一｛Cα瀦1イ（下見・｝・φ（・）・　（・・一・〉

よってλが表題の尺度となるためには式（2．3－1）すなわち式（2．2－5）が

　　　　　　　　ピ噸・鰍イα三一プ（0）癩戸　（蜘
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の形を取らなければならない．上式は

　　　　　　　　　　　　．4．距W十AWた十α十δλ二〇，

　　　　　　　　　　　　．4’謳z－A’Wゐ十ブ（α’十ろ’λ〉＝0

　　　　　　　　〔ただし君，A’は複素定数，α，δ，α’，δ’は実定数〕

と嶺二いてもよい．

　2．4　円均等目盛り尺を備える尺度

（2．3－9＞

（2．3－10＞

7

　式（2．2－5）中のF（λ）および∫（λ）がF’（εノうおよび！’（ε恥のようにεμの画数である

場合には，条件によってはλの尺度を円均等目盈約尺を備えるものとすることが出来る．

しかしてこの場合もF’およびプ’の形によってパワー表示用基線を持つ場合，根点を備

える場合，更に補助根点と補助／：肥を必要とする場合等がある．

　2．4．1根点を備える場合．式（2．2－5＞が

　　　　｛二F’た（εノλ）＿Cた1｝W十｛二F’¢」λ）＿C＝｝耳／鳶擁＿，プ’（εノλ）一（CCゐ一1？」F～た〉罵0　（2．4－！）

　　　　　　　　　　　　　〔F’は複素蘭数，∫’は実醜数〕

で表されるとする．λの尺度が根点を持つならば上のi慮瀞一群は一点を共有しなければな

らない。しかるにεノλをパラメーターとし，一点を共有する直線群は

　　　　　　　　ψ々（ε」え）再／十の（εノλ＞B／鳶一｛二φ々（εノλ＞7「十φ（εノえ＞T々＝｝瓢0　　　　　　　（2．4－2＞

あるいは
　　　　　　　　φ’碓ノ・〉二一φ’（・ノ・晦一｛φ’・（・ノ・〉アーφ’（・ブ・）九｝一〇　（2．4－3）

等の形の方程式で表される．ここにφ，φ’等は複索1蜘数，Tは定数で直線群の共有点

である．よ・：）て式（2．4－1＞生菌群カミー定点を共有する条件は

　　　　CC鳶一ノぞ2？鳶一／’（εノり＝＝｛F％（εノり一Cた｝7「十｛二F’〈εノり一C｝7隔　　　　　　（2．4－4）

　　　　　　　　　　　　　　〔7’は詮索定．数コ

であって，したがってまた

　　　　些色上弊害二熊墾＿ナ塑璽笈二⑳＋烈璽窮戯二α．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4λ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4λ　　　　　　　　　4λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．4一一5＞

　また式（2．4－1＞直線び）方向は，ベクトル九F’（εノリーC｝の方「凸」で与えられるから，

式（2．4－4）の条件が満足さ尋τ更に，λを変数とした場合の

　　　　　　　　　　　　　　　zρ＝ノ｛F’（εゴλ）一。｝　　　　　　（2．4－6）

軌跡に対するλの円均等1悪1盛り尺度を1乍ることができる場合には，表題のようなλの尺
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度を製作できる．

　先に述べたように式（2．4－6）のωによって均．等目盛り円尺度といっても種々のもの

のあることが想像され，直線均等目盛り尺度の節で述べたようにF’の形を最終的に決

定することは困難である，よってここには第3章で尺度の製作を述べるとき度々現われ

る形の直線群

　　　　｛雄一，弼α｝呵蕗≒動詔｝隔一・（圃

　　　　　　　　　　　〔瓦C複素定数，θ，α実定数〕

を例に取って，その共有点の有無の半il定および共有点の決定について述べる．もし式

（2．4－7＞直線群が共有点を持つならば，式（2．4－4＞および式（2．4－5）によって

　　　　一・一｛姦（，≒。「幽｛頚，≒〉一ご｝九　（蜘

　　　　・一ナ鋸（，≒、∂「6ド濃｛砂1一あ一6｝（蜘

を満足する定数丁の存在が必要であるが，両式から

　　　　　　　　　　　ナー．．．∵璽で．．一＿．．，　　　（、．4＿、。）

　　　　　　　　　　　　　1十一1ノ箆ε一ノθC唯一ト∬εノOC

が得られる．よって式（2．4－7＞直線群は共有点を持ち，またその共有点は上式で与えら

れる．

　なおこの共有点：τマを求凝）るのに次の便法がある．式（2。4－7）直線群と颪糸泉

　　　　　　　　　　　HεノθW一・臨ε一ノ列珂／々＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．4－1！＞

との交点7■’を求めればλに無関係に

　　　　　　　　　　　ナ「÷誰睾砂び　　（・・一12）

　更1こ1鳶［承泉嚢、㌧う弐エ鷺（2．4－7）α）ような現易f〔学1こ春ま式（2．4－6）ζま

　　　　　　　　　　　・向｛齋、王一，、。「ご｝　　（・・一13）

で，Zσの軌跡は直線となりλ尺度は，従来の方法によって円均等閏盛り尺と根点を備え

るものをf乍りうる．すなわち2．2節に述べた〔イ〕，〔ハ〕の条件を保つW円と式（2，2

－D円との2交点を過ぎる直線が式（2．4－7）の形に導かれるか，〔イ），〔ハ〕の条件の
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もとでWの軌跡が式（2．4－7＞の形となるときは式（2．2－1）Fq線図付設の2の尺度は

円均等目盛り尺を備えるものとなしうる．

　式（2．4－7）方程式は次の諸形に変えることができる．

（、，．ノ㌔、一の顧（爵銀一ご）嘱÷・一α

ぽン6）㌃弩「ご）泌　一・

信砲≒。「o弓唄碗｝1し誘一〇｝甑づ圃

（藩㌔一〇鋤一（　　　B’　　　　　　　　　一α飢εゴλ一dl）齢ブ・一α

儲阜一幌儲1÷■甑一圓

（2．4－14）

（2．4－15）

（2．4－16）

（2．4～17＞

（2．4－18＞

　ただし以上の諸式でβ，B’，　C，　C’，　H’，凌は複素定数，α，θは実定数である．

　2．4．2　パワー表示用基線を持つ場合．　λの尺度がパワー表示用望薮線を持つ場合は

武（2．4－1）は平行頂：線群でなければならない．ただしこの場合2．3節の尺度のように，

このパワー表示用基線によって零目盛り点を決定する均等闇盛り直線尺があるわけで

なく．次に述べるようにこの謄1盛り尺のかわり，目盛りのない補助尺を備える．

　式（2．4－1＞が平行直線群であるためには同式は

　　　　　　　　・　…　　　　　　　プ’（εノλ）一（Cα一1～1～鳶）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2，4－19）　　　　　　　Bたw十BWた十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9（εゴλ）

　　　　　　　　　　〔B複素定数，9（εノλ〉実幽数〕

σ）形でなければならない．この場合もし原点を過ぎる適当の直線

　　　　　　　　　　　　　　五）たW一、OW滝＝0

と式〈2．4－19＞i藪線群との交点ωを与える式は

　　　　　　　　　　　　．　Cα一RR々一ブ’（εノλ〉
　　　　　　　　　　　ゆコ　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　（．　　．エ）鳶B兇十BT－　　　　o）・（・・〉

（2．4－20）

（2．4－21＞
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λを変数とすればωの軌跡は（2．4－20）直線と一致する．　このzび軌跡図にλの均等臼

盛りiWミを作ることが出来る場合には式（2．4－20＞直線を補助尺とする表題の尺度が得

られる．

　　　　　　　3．四端子回路電力型円線図の均等艮盛り尺度

　四端子糊路において送電端電圧E1が一一定の条件のもとにあるW1＝∫）正÷ブQ1数平
　　　くの
画門は第2報に示したように多種類あるが，そのうち本章で円線図として採用した・任意

の…一円を

　　　　　　　1ルz11γ1尭一（C1た14！1十C1レ1／1た）十CIC1ん一ノぞ1ノぞ1々＝二〇　　　　　　　　（3－1）

と表し，かっこの円をC、円と称することとする．また受電端電圧E2が一ラ葦の条件のも

とにあるW2罵P2÷ブQ2数平爾円も多種あるが，そのうち本章で円線図として採用し

た任意の…一円を

　　　　　　　レ重ノr21イ／2々一（（う2た材／2→…（ラ2τイノr2た）十（）2（）2ゐ一ノセ2．～｛「2沌＝皿0　　　　　　　　（3－2）

と表し，かっこの円をC2円と称することとする．

　尺度は大体，パワー表示用基線を拶孟つ直線均等目盛り尺、度，根点を持つ直線、均等目盛

り尺度，円均等目盛り尺慶の｝［i資に示すように心がけたが，多少前後したものがある．

　3．l　E～の尺度および現2の尺度

　3．1．！q円線図用の君22尺度　E1こ口2が一定のときのW1は〔（6），式（2．2一一4）〕＊

　　　　鶴・一（誓臨㌘殉＋塑日計！駕・（銅）

この円とこ」ド1との2交点を過ぎる痕線は

　　　　　　　（生ξ翌＿ご1、　B々）臨（筆㌧の臨

　　　　　　　　　　＋ご、ご1ド盆1盆1ドOP海E・4．；E・2E22一。　（、．1＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ββ鳶

これはE2を変えるとき，式（2．：：ト9）の型の直線群を表わす．・よってE22の均等B盛り

尺度は

　　　　　　　（㌘i一¢轟＋（筆2一の藍

　　　　　　　　　　÷ご1ご＿盈ザρ璽起。　　　（、．ト、）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B8ゑ

＊〔複素数幾li1∫学の門線iヌ1への応月1第2報中の式（2．2－4）〕を意味し以下これと同じ表示にする．
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直線をパワー表示用基線とする直線尺度である．爵｛盛り尺は適当の任意の直線でよろし

いが原点を通り表示用基線に1戴交するi蔵線

　　　　　　　（㌘鉱嫌一（㌘一躯一・　（・1一・）

を用いれば，その零閤盛り点〔ハ4；丁・まε2〕凸鵯0は表示用基線と．．トの直線尺との交点で

　　　　　　　　　　　　　　1）z）ゐ　　　．．　　．。
　　　　　　　　．　　’夏山E1しqC・・＋RIR1・
　　　　　　　〔ル編z1E2〕君2需。　＝＝…一…一……一一冨一一一一・…一一一一一一一一・。　　　　　　　　　　　（3．1－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・（P～E12一ご、たB4）

また単位閏盛りの長さS購恥は

　　　踊一塁＝可塑ド睡影乙司一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ただし上式でM試刷は一盛り尺と式（3．1－1）直線との交点である．

　この後の尺度の製作もしばらく上と同じ三手順によるから説明は出来るだけ三略にさせ

て預く．

　3．！．202円線図用の刃12尺度．E、とE2が一定の時のW2は〔（6），式（2，2－7）〕

　　　　鵬・＋（野性シ，＋聾輪，、βた　　　　　B）＋坐鑑許望量一α

この鰐とC2円との2交点を過ぎる1藪線は

　　　　（響＋④臨（・㌘紅の嘘

　　　　　　　　＿6，ご、、＋駅，、＋墾壷晶盈遊＿o．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．8鳶

上記と同様にして，E12の均等図盛り尺度は直線

　　　　（響＋ら躯＋（響÷の鵬・

　　　　　　　　　　　　　．．　　　．　．　　夙／1走E。4
　　　　　　　　　　　　－C2C2舟十1～21～雛十一rr－r諾二〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BB走

をパワー表示用基線とする直線尺度である．嬢盛り尺として直線

〈3。レ7）

（3．1－8＞

（3．1－9＞
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　　　　　　（㌘＋勾匹（望＋の鵬凶

を用いれば，零日盛り点〔：ハ4晩昂〕島＿oは

　　　　　　　　　　　　　。．　　　．　．　　ノ1湾鳶Eり4
　　　　　　　　　　　　　C2C2た一R21～2是一　＿二
　　　　　　〔M既81〕E、．ドー．．一．．＿マー＿一一＿塑在，

　　　　　　　　　　　　　　・（㌘㌦④

また単位目盛り長さS既及は

　　　　　　　　隔画論淵

3．2∬12の尺度および．研の尺度

3．2．101円線図用のる2尺度．　E1とノ2が一〉乞の時のW1は〔（6），

　　　鵬r（望畝＋c芽殉＋9q1㌃ξ趨一α

この円とq円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　（C爵2冤陣（C矛気）呪

　　　　　　　　　　＋61ご1ド盈1ドρρ々E・㌔E・24㌧。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湾魚

パワー表示用基線は

　　　　　　（鰯紅勾勘＋（望鉦高）・々1・

　　　　　　　　　　＋ご、ご1ド細1、∫『亭㌧0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　A4之

i：．i盛り尺として直線

　　　　　　　（¢ダ盈しご1、　．4た）宙1イ牙1一の冑1・一・

を用いれば，零目盛り点〔M陥12：〕∫許。は

　　No．13

（3．1－！0）

（3．1一エ1）

（3．1－12）

式（2．3－3）〕

　（3．2－1＞

（13．2－2）

）3

＞4

ワ
“3（

23
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　　　　　　　　　　　　　c解・4＿6、6、、＋細、々

　　　　　　　〔M陥乃〕z、。ド．朋鳶＿＿＿．＿＿＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　・（訴訟2＿6、、孟ゐ）

単位翻盛り長さS恥∫2は

　　　　　　　　　隔一蝋≠砿）！

　3．2．2　C2円線図用の122尺度．　E2と為が一定の時のW2は

　　　　　　　　　　　Tノレ「2W2々　一　」E22」ら2　＝　0

この円とC2円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　C2鳶W’2＋C2W2ドC2C2計1～2R2ドE22∫2』0．

パワー表示川基線は

　　　　　　　C2避2＋C2W2一〇2C2々彗一1～2R2ゐ＝0．

目盛り尺として直線

　　　　　　　　　　C2距W2－C2W2々＝0

を用いれば，零隣盛り点〔ハ4羅2ム〕∬2＿0は

　　　　　　　　　〔磁肋〕々．。二鰹⊆饗；～即死

　　　　　　　　　　　　　　　　　2C2た

単1立目盛り．長さS脆ノ2は

　　　　　　　　　　　　・…劃

　3．2．301円線図用の112尺度．　E1と11が一一定のときのW1は

　　　　　　　　　　　　WIW1々一E12∫12講0．

このP．1とCI円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　　　（う1た薩／1　一÷一　（）11ノシ「1差　一　 （）1（）1ん　一ト　」爵鼠」蚕r1た　一　E12／12　＝＝＝　0．

・パワー表示月」基線iま

（3．2－5）

（3．2－6）

（3．2－7＞

〈3．2－8＞

（3．2－9）

（3．2－10）

（3．2－11）

（3．2－12＞

（3．2－13＞

（3．2－14＞

13
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　　　　　　　　　　　　C競W1一トCIIy正た一CIC競十2？μ？1々＝0．　　　　　　　　　　（3。2－14）

鷹盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　　　　（う1たΨ貌1一（う11滝ノru＝＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．2－15＞

を用いれば，零目盛り点〔M略！1〕∫王繍。は

　　　　　　　　　　　　　　〔臨，1遍一C・C・・；R・R絶　　　（、．、＿、6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2Cエた

単位隣盛り長さS陥！バま

　　　　　　　　　　　　　　　　，暇■犀．　　　　（，2一、7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝2qた

　C2円線図用の∫、2均等目盛り1τミ度も上述と岡じように求められる．

　3，3　電力の尺度および無効電力の尺度

　3．3．1　01円線図用のP2尺度．　E1とP2が一一定のときのW1は〔（6），式（2．4－3）〕

　　　　　　繊嘘《剛率舞E醜＋呼応絵E～殉

　　　　　　　　　　　　　　＋！9ρ琶土卿照‡2P・昨。，　　（，．3＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AB々÷B、4為

このFIとC、円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　　（4孕土磐E、・＿ご、、、4疎十B／1為）臨（絵‡絵E～鴫）臨

　　　　　　　　　画一職」CD々毒タ三々舞＋2P鋼・一似（・・一・）

　パワー表示用基線は

　　　　　（4傘＋鈴E、しご、、AB鳶十Bん）臨（貫墾算器1恥の底

　　　　　　　　　＋ご、ご1rた1差1一（（α）々＋エ）Cゐ〉互11一。。　　（，．，＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1B々十且4海

目盛り尺として彊線



Noほ3　　、　　　　　　　　複．素数幾何学の円線図への応用

　　　　　　（．4P鳶十βα　　　　．脇＋舳E・2イ1・）痢一（鍛藍絵梯一の携凶

を用いれば，零目盛り点〔ルノ珊P2〕P2＝oは

　　　　　　　　　　　　　　　　C」0々十DCた　　　　．　．　　　．　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　．．E14－CIC1ゐ十！～訳1た

　　　　　　　〔蜘1。、〕，，。。一品＋愚，．　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（鑑辛二二簿・一畳

単泣目盛り長さS匿P，は

　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　E12

　　　　　　　　　s駈＝嚥孤絵嘉1瓦こ殉’

　C2円線図用のP1均等図盛り尺度も上述と同様に求められる．

　3．3．2　q円線図用のQ2尺度．　E1とQ2が一定のときのW1は〔（6＞，

　　　　　　　忠晩一（舞三園鰍＋霊聖書躯・紛

　　　　　　　　　　　　＋塑に堕獲㍗‡2巫E、・＿o．

　　　　　　　　　　　　　　　　　君B身　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一Bん

こ0）円とC1円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　　　（ξ£仁4傘E、しご、、β五た一．4B鳶）卯（二三鍛即縞）底

　　　　　　　　　　　画一姻…cor霧li筆2ブ写α’

パワー表示耀基線は

　　　　　　　（BC々一み∠）た　　　　．．．　　．．E12－q々B、4鳶一A8々）吟（器に書矩一の畷

　　　　　　　　　　　　　　．r．　　　　．　．　　　C1）た・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇α
　　　　　　　　　　　　十CIC1た一1～ノ～1ゐ一一丁一7．一一一∵一．r－Eユ4漏0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盆β走一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bん

目盛り尺として直線

（3．3－4）

（3．3－5）

（3．3－6＞

15

武（2．4－6）〕

（3．3－7＞

（3．3－8）

（3．3－9＞
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　　　　　　（8C四一∠41）々　　　　．T。　＿E、2－c1走Bん一ノLθ桑）唄簿豆蒔一の臨・冊・・）

　　　　　、
を川いれば，零目盛り点〔M略〔）2〕Q2＿oは

　　　　　　　　　　　　　　　　　CPゑ一DC為　　　　．。　　　。　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一丁．　　τTE14－CIC1ゼ←RIR1ゑ

　　　　　　　　臨延。＝男1鑑区議「　細

単位閏盛り長さS貼Q2は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブE12

　　　　　　　　　S　…1痴痴藍llざ盤露論［（　12）

　C2円線図用のQ、均等目盛り尺度も上述と同様に求められる．

　3．4　線路損失の尺度および線路無効電力の尺度

　3．4．1　01円線図用の線路損失PL尺度．　E1とPムが一定のときのW1は〔（6＞，式
（2．5－2）〕

　　　　　　　三岡一（襲‡BC二；1即、＋D射C摯；1聯1、　ノ1β鳶十B〆1々　　　　　　　　　／1β々十B／1々）

　　　　　　　　　　　　　＋ICρた土ρρ々〉互…㌧2PムE～一U　　　（、．、＿1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　〆LBた十B．4た

この円とC、円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　　　（孟器ぞ覧1瓦・冤脚（2慧皐｛誌一瞬一の臨

　　　　　　　　　＋ご1ご＿瓦飛1ド（α）ゑ十1）α）ξ・ン2P丑E12一。．（、．4＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4B々十且4た

パワー表示川基線は

　　　　　　　（艦講凝瓦・一丁臨＋（o慧ξ監1砕一の嘘

　　　　　　　　　　　　　．．　　　．　．　　　CDた一←1）α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　一一τ一「「1ら些＝＝0．　　　　　　　　　　（3．4－3）　　　　　　　　　　　　十CIC1た一1～重1～1々一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、48た十βん



Noほ3　　　　　　　　　　　複素数幾何学の円線図への応用　　　　　　　　　　　　　17

臼盛り尺として直線

（君P二十βC々一1　　　　．　　．．　　．．　E12－C1距　乃B距十BAん）亀一（讐講霊1駐躯一・（一〉

を用いれば，零目盛り点〔M珊Pゐ〕Pム罪。は

　　　　　　　　　　　　　　　　CDた十日口々　　　　，．　　　．　．

　　　　　　〔ハ4｝FIPゐ〕＿過．遜鷹7懸鷺8薄層　（綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　・（乃｛籔ぞ覧1岬一の

単位：嗣盛り長：さS陥Pゐ1ま

　　　　　　　隔一融画商器i瓦i三ど∴井　一

　C2凹線図胴のPム均等田盛り尺度も同様に求められる．

　3．4。2　01円線図用の線路無効電力Qしの尺度．　瓦と（鉱が一定のときの毘1は

〔（6＞，　式（2．5－5＞〕

　　　　　凧…｛1十（Bα一、4．Pた　Bメ1鳶一A8た）即1＋量器聖謬タ）晒・｝

　　　　　　　　　　＋！6ρにρ¢賜∵．3ブ％2一。．　　　（，．、一，〉

　　　　　　　　　　　　　　　．4．8た一β魚

この円とC正円との2交点を過ぎる泊二線は

　　　　　傷謄話劉葛・鵡轟＋｛1洋舞謡塩｝恥¢｝畝・

　　　　　　　　　　＋ご1ご1、一沖、差、一ICD竺ρρタ）署．．「2％・一。．（，．、＿，〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Bん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1β鳶

パワー表ジ」調基線1ま

　　　　　｛塩鱒三盆ρ辱一ら｝吟｛1蓋羨魯謡4辱一¢拠

　　　　　　　　　　　　．　．　　　．　．　　　C」Dた一1）Cた
　　　　　　　　　　→一CコC競一1～1ノ｛「1々一一7一胃一一…一7…一＝一E1荏篇＝0．　　　　　　　　　　　　　（3．4一一9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4β々一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β．4距
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目盛り尺として藏線

　　　　｛1謡『議璽七一¢・｝幽一｛㌧陣頭認撫瞬鵡｝畝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ0　　　　　　　　　（3．4－10）

を川いれば，零同盛り点〔ム4匿Qム〕Q伊。は

　　　　　　　　　　　　　　　CI）た一PCた　　　　．　．　　　。　．
　　　　　　　　　　　　　　　一マ．　　．．Ei4－qC魏十RIR娩
　　　　　　　・　　　　　　　　〆1Bた一β／1距
　　　　　　⊂ハ4耳瓶Q五〕Qノ｝＿o　＝　　　　　　　　　；，　　　　．．　　　　　　　　　．　　　　　　　　（3．4－11＞

　　　　　　　　　　　　　　　　・｛嘘r聯鹿高・｝

単泣目盛り長さ3骸Qゐは

　　　　　　刈（臨二瀬議四二ど1尉一

　C2円線図用のQ五均等醤盛り尺度も1淵様に求めることが出来る．

　3，5　端子電圧の実数部尺度および虚数部尺度

　3。5．1　01円線図用のE2．門渡．　E王とE1を基準ベクトルとするときのE2の実数

部E2，が一定のとき理1は，

　　　　　　　　　　　2含諺／王十．産～々画／iん一一（D÷z）為＞E12→一2E圭E2r＝0．　　　　　　（3．5－1＞

パワー．表示用基線は

　　　　　　　　　　　　彦輔／1十2二曲纏ノ「1々一（∠）十エ：）た）E12＝＝0．　　　　　　　　　　　　（3．5－2）

口盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　　　23】阿／1一．8々纏／1々二〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．5－3＞

を用いれば零目盛り点〔Af鶴焼r〕82戸。｛よ

　　　　　　　　　　　　画職．レド＠珍1盈1．　　「（，．，＿、）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．8

単位1：託i盛り長さS硯優ブは

　　　　　　　　　　　　　　　・一1一・　　　（・・一・〉
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も岡様に求めることが出来る．

　3．5。2　0、円線図用の君2ゴ尺度．

部E認が一一定のとき獅z1は

　　　　　　　　B罪1－B々W1ん一（1）一エ）距）E12十2／EIE2ゴ講0．

パワー表示川基線1ま

　　　　　　　　　　　βレy1一β為W1ゐ一（1）一1）ゐ）E五2罵0．

旧盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　　　βW1十β訓ノ】ゐ＝0

を用いれば，零i馨盛り点〔ルノw｝∠r2ど〕β2評。は

　　　　　　　　　　　〔ルr隔砺〕。、、。ド．色ρ鳶＞E・2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2β

単翫Fi盛り長さS恥砺は

　　　　　　　　　　　　堀「r劉

もi司様に求めることが出来る．

　3．6　端子電流の実数部尺度および虚数部尺度

　3．6．1

部1』，が一定のときW1は，

　　　　　　　ノ4舅／1一｝一／1た舅／玉ゐ一（C一トC々）EI2－2E112r算0．

パワー表示／ij基線は

　　　　　　　　　　蓋晩＋ム砂1々一（ご一ト（う々）E三2篇0．

目盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　孟W1一渦々W三々誹0

を∫Bいれば，零ド1盛り点〔Mτγ1ノ，r〕ノ2戸。は

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　（C十Cた）E12
　　　　　　　　　　　〔M鵬∫，．ン，．一〇＝　　．　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2A

19

C2円線図用のE2を蒸準ベクルトに取ったときのE1の実数部Elrの．均等旧盛り尺度

瓦とE1を基準ベクトルに取るときのE2の虚数

（3，5－6＞

（3．5一・7）

（3．5－8＞

（3．5－9）

（3．5－！0＞

C2門線図1．Bの，　E2を基準ベクトルに取ったときのE正の虚数部E互の均等国盛り尺度

01円線図用の∬2．尺度．瓦とE1を基準ベク1・ルにとったときの12の実数

（3．6－1）

（3，6－2）

（3．6－3＞

（3．6－4）
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単位国盛り．長さS購∫2．は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　El
　　　　　　　　　　　　　　　S再盃∬2r＝　一一r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．6－5＞

　C2円線図用の，　E2を基準ベクトルにとったときのムの実数部∫1．の均等目盛り尺度

も同様に求めることが出来る．

　3．6．2　01円線図爾の12f尺度．　E1とE1を基準ベクトルにとったときの∫2の虚数

部嬉が一定のときW、は

　　　　　　　　　／IW1一ノ窪々W1々一（C－C鳶）E12－2ブE1為f＝0．　　　　　（3．6－6）

パワー表示用基線は

　　　　　　　　　　　！4W1一ノ4党レ71ん一（C一一C々）E12＝0．　　　　　　　　　　　（3．6－7）

目盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　　　ノ4肩！1十ノ4々研／1差＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．6－8）

を用いれば，零目盛り点軋〔M陥∫、，ン磨。は

　　　　　　　　　　　〔漕船。。一（C一’9璽2．　　　（、．、＿，＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2A

単位国盛り長：さS膨、∬2∫は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S履、一i學・．　　　　（3．6＿、。＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i孟

　ご2円線図用の瓦を基準ベクトルに販つたときのムの虚数部ム’均等隣盛り尺度も同

様に求めることが出来る．

　3．7相互コンダクタンスの尺度および相互サセプタンスの尺度

　3．7．1σ重円線図用の送電端より見た相互：コンダクタンス021尺度．E、とσ21が一

定のときのW1は〔（6），式（2．！0－2＞〕

　　　　　　　　　ノ窪1イ／1十ノ1為研／1た一（C÷C為一ト2G21）1ら2＝＝0．　　　　　　　　　　　（3．7－1）

パワー表示用基線は

　　　　　　　　　　　∠41イ／1→一ノ4た移11た一（（）十（）のEi2＝0．　　　　　　　　　　　　　（3．7－2＞

目盛り尺．として直線

　　　　　　　　　　　　　　　ノ4］犀／1一ノ1た耳！1距＝＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7－3＞
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を用いれば，零目盛り点〔ルf泌G？1〕02、累0は

　　　　　　　　　　　　〔臨。21〕。、1。。一（C＋9のE・2．　　　（、．7＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2A

単位目盛りの長さS略G2正は

　　　　　　　　　　　　　　　S陥一章2．　　　　（3．卜5）

　3．7．201円線図用の送電端より見た相互サセプタンスB21の尺度．瓦とB21が一

定のときWF1は〔（6），式〈2。10－5）〕

　　　　　　　　　！4猟／1一ノ1たW1為一（C－Cた→一2ブ2321＞E12＝0．　　　　　　　　　（3。7－6）

パワー表示用基線は

　　　　　　　　　　　　∠4W1一ノ1た翼／1々一（C－CのE12＝0．　　　　　　　　　　　（3．7－7）

鼠盛り尺として直線

　　　　　　　　　　　　　　　〆1舅／1→一！窪鳶W1ゐ＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7－8＞

用をいれば，零目盛iり点〔M副821〕82，＿0は

　　　　　　　　　　　〔臨。21〕。，1。ド（C≦ゐ）E12。　　　（，．7＿9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2∠L

単位目盛りの．長さS陥β21は

　　　　　　　　　　　　　　　、隔一ダ1．　　　（，．，一、。＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Al

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　践
　　　　　　　　　　　　　　　　　この項ではしばらく原点を一TE22に移して取扱　3．7。3　02円線図用のσ2正尺度．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
かい，C2円を

　　　　　　　W2’W2ガー（C2々’W2’十C2’W2の÷C2’C2ガー1～21～2差漏0　　（3．7－11＞

で表されるとする．E2と021が一定のときW2’は〔（6＞，式（2．10－12）〕

　　　　胸瞬一（互．藁2．．吻＋粂．．直E22．．瞬β為B十B差一2B8ゐ021　　　Bβ十β々一2βB兇021）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7－12）
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上の2i二｛二1の2交点を過ぎる直線は

　　　　（阜＿＿雌璽恥．　＿ご，〆B々β十Bた一2Bβ々G21）卿＋（髭功跨1湧高一の瞬

　　　　　　　　　　　　㎜卜C’2C2為’一ノ？21ぞ2兇＝竃0．　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7～13＞

この式は021をパラメーターとするとき，式（2．2－20）の型の直線群を表わす．よって

G21の均等目盛り尺度は根点と直線尺を持つ．根点7’脆’G2、は式（3．7－13）直線群の共

有点であるが，これはこの直線群のうち特に021こ○○の直線

　　　　　　　　　C2鳶’W2’＋C21W2走LC2’C2々’＋／～2！～2ド0

と直線群の交点として求めると計算が容易である．

　　　　　　　　　　　毎G21一照12（9・爆；撃・麹．

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1β2鳶C2鳶L．82・4舜C2’

目盛り直線尺は式（3．7－13）直線と平行でかつ適当な闘隔」を持った直線

　　　　　　ご’，幽＋ご、・夙、しご、’6，、’÷盆、盆、r21＞ご，’ご，ガ＿0

うち特に021＝0とおいた点で

　　〔晦加ゴ＿・些聖藍撃窒君l！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4B～C2ガーB2遼々C2’

単位目盛iり長さS脆’G21寺ま

　　　　　　　　3職1一鞭9・・二二．融和・ρ鯉

　　　　　　　　　　　　　　　　　G21

　　　　　　　　　　　－E藩鴛難爺＞1

　この後の尺度も上と同じ手順で求めるから結果だけを示す．

　　　　　．　　　　　　　　　　　　蓋
3訊4c・円線図用のβ訳度卿乳を芳

が一定のときW2’は〔（6＞．式（2．10－15）〕

（3．7－13）

（3．7－14）

（3．7－15＞

で，その場合零目盛点〔M研・2・砺〕G謄。は，上の目盛り尺と直線群との交点M既’G2、の

（3．7－16＞

（3．7－17）

E22に移して取り扱かう．　E2と．821
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　　　　　　激論｛鑑、伽響論、）胸

　　　　　　　　　　　　＋窪㌧，講論τ調可（・・一・8）

この円とC2’円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　｛急、ブB脇禁毒一君、「喝胸

　　　　　　＋｛画趣籏漂㌔扉君ヂ叫喰絢㌶一礒ド住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3。7－19＞

この直線群のうち特にβ21諏QOの直線は

　　　　　　　　　（）2ん’V重／2’十（）2ノ舅ノF2ん’一（ン2（）2為’十1セ21守2点＝罵0．　　　　　　　　（3．7－20）

根点：r既’β21は

　　　　　　　　　　　玩，。、、一學2（C2’C2々L1～21ぞ2た）．　　（3．卜、、）

　　　　　　　　　　　　　　　　・4疎2C2為’十B2・4々C2’

目盛りi蔵線尺は

　　　　　　ご，、胸＋ご遮、しご、℃，、’＋駅，ド2〆ご轟レ0．（3．7－22）

零臼盛り点〔M硫’君21：〕砺諾0は

〔該一。編＋些濃ご慧二勉に剛

単位屓：盛り．長さS既’βε1は

　　　　　　　　　　同一．一義ブ∫ご・；媛里．1．　（，．卜24）

　　　　　　　　　　　　　　　E22（！1B㌦c2ガ十温たβ2c2’＞1

　3。8　相互抵抗の尺度および相互リアクタンスの尺度

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）
3・8・101円綱用の送麟よ蜆た相互抵撚・沢度源点をλE12に移して取

り扱かいW、’数平禰と呼ぶこととする．またC1門をW1’数平面に改めた方程式を
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　　　　　　舅／1’1石／1々’＿（C1〆研ノ簾’＿←C1’1π／1〆）一トC1’C1た’一1ぞ11～1為＝0　　　　　（3．8－1＞

であるとする．E、と＆1が一定の時W∵は〔（6）．式（2．11－5＞〕

　　　　　　　　　嚇〆一（，舐臨、無吻一α　（・・一・〉

上の2円の2交点を過ぎる直線は

　　　　（2鉱一¢の臨（髭一¢’）畝4÷¢’の遮去竈一α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．8－3）

この直線群のうち特に1～21瓢○○の直線は

　　　　　　　　C1鳶’W1’一←C1’秤z1ゑ’一C1声C1鳶’÷1ぞ11～1ん＝0．　　　　　　　　　　（3．8－4）

根点丁那1’尺21は

　　　　　　　　　　　ナ駅、，婆（C1’CI々’一ノぞ1ノぞ1々）ご　メ．　、　　　1λ．　　．　　　　　　　　　　　　　　（3．8－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ纂C1〆一／1C1’

　翻盛；り1庶線尺は

　　　　　　こ調、’＋ご阻、一6、℃、、’顧、R、、一2〆6、・6、、’一〇．（3．8－6）

零目盛り点〔M晩’R21〕R2王需。は

　　　　　　　　　．　　　　　．　　2」》6、’（）、距’．4走

　　　　　　　　〔臨’…〕…一・二丁恥’・21＋羅7爾御・　（3・8一7＞

．単f立回盛り長：さS躍1’R21る言：

　　　　　　　　　　　、駅、、一・璽・・’璽・’・．　　（，．，一，＞

　　　　　　　　　　　　　　　　E12（五q’一・4たC、の

　C2円線図用の1～21均等目盛り尺度もこの例と同じ手順で求めることが出来る．

　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）
　3．8，201円線図用の送電端より見た相互リアクタンスX21の尺度．原点を盗EL2

に移して取り扱かう．E1とX2、が一一定のときW1’は〔（6）、式（2．11－8）〕

　　　　　　　瞬一（議♂’＋轟蛙α（・・一・〉
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このFlとC1円との2i交点を過ぎる藏線は

　　　　　　　　（一、三型縞の臨（2急「¢・）卿

　　　　　　　　　　　　　　一←C1’C1ガ　一2？12？1た等＝0．　　　　　　　　　　　　　　　（3．8－10）

この直線群のうち特に為1＝。。の直線は

　　　　　　　　．ご調、’＋ご、’頭、、しご、’ご、、’＋盆、瓦、一〇．　　（3．8＿1・）

根点丁確1’薦Σは

　　　　　　　　　　　恥炉4た（9・雲14二畢・1．　　　（3．8＿、2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ4距C1為’十ノ1C1’

目盛り達締泉尺は

　　　　6、漉、’＋ご、’吻、、LC、’ご、、’＋盆、差ザ2〆ご、’ご，、’一〇．　（3．8－13）

零闘盛り点〔ルノ恥’凸三〕x2Foは：

　　　　　　　　．　　　　　。　　　2〆～箕℃藁｝．4た

　　　　　　　〔Mw1’X21〕勘一・＝丁脳＋森ご、、＋π罫・　　（3・8｝14＞

単位目盛り長さS陥’x21は

　　　　　　　　　　　　　　一4〆ご1℃、、’蔽ご、’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　…　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．　（3．8－15）　　　　　　　　　S”1’x21＝
　　　　　　　　　　　　　　E12（丑鳶C1ガ十AC1’）

　C2「［i線図用のX21均等目盛り尺度もこれと同一・手順で求めることが出来る．

　3．9送電能率の尺度
　Cl「lli線図用の送電二二率η均等尉盛り尺度を求める．　E1とηが一定のときW1は〔（6）．

式（2．6－3＞〕

　　　　　航一（些匝β9夕．；コ脚1＋加＃cβ1；・E、鰍、　ノ1β二十βノ4ん　　　　　　　　／1B鳶十B／1々）

　　　　　　　　　　　　　　　α）走十1）α
　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　…；一7一一…一∵一；一E14菖0．　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．9－1＞

　　　　　　　　　　　　　　　、4β々十B、4た

この円とC1円との2交点を過ぎる直線は



　　　　　　　　　（ん0々一〇／1ゑ÷8α一Cβん）E、2ヨA8計．醐た）（C、rC、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．9－7）

　ご，円線図用のη均等目盛り尺度も上とほぼ岡…手順で求めることが出来るが計算は

この場合よりやや繁雑である．6，｝・L／一霞開の嫌はうレづ漢の尺度を求め，2。2節の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η
最後に示してある逆数尺度の求め方によってηの尺度を求めるがよい．

　3．m　実効コンダクタンスの尺度および巽効サセプタンスの尺度

3．1。コ61円綱用の受麟。ンダクタンスσ，尺度源点を々E12に移し諏扱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

かい％’数平瀬とよぶこととする．E1とG2が一定のとき罪1’は〔（6）．式（2．7－5）〕
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　　　　　　（聖蕉工5『に汐EILご1、　．4β々十β魚）臨（謄盆f盤一衙一¢匹

　　　　　　　　　　　　　　．．　　　．　．　　　CO々十．OC為
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。．　　　　；一一E14＝0．　　　　　　　　（3．9－2）　　　　　　　　　　　　十CIC1々一R1丁目筑一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4β鳶十B．4々

この直線群のうち特にη二〇〇の直線は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　W1十舅／1鳶罵0．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．9－3＞

根点7「移z1ηは

　　　　　　　　　　　　　　CP鳶十1）Cゐ　　　　．・　　　．　．
　　　　　　　　　　　　　　T∵一　＿一E14－CIC1鳶十ノ～訳1鳶
　　　　　　　．　　　　　　　〆1B為．十8／1鳶

　　　　　　　　　　　巫三嘩遜二1擁澱娠∫6　綱　　　　　　　7「陥η＝

　　　　　　　　　　　　　　　君β鳶十B．4距

目盛り裏白：線尺は

　　　　　　　　　　　　　　　　宙1→一Vレ「1ゐ一2♂コ0．　　　　　　　　．　　　　　　　　（3、9－5＞

零団盛り点〔M陥η〕η論。は

　　　　　．　．　2・（£芸∴課刈

　　　　〔嚇〉　丁障毎二蘇畔・F砿露（犀¢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／LB為十13／4党　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．9－6＞

単紘　，｛盛り長き∫剛ま

　　　　S彫一　　　　　2型．．
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　　　　　　　　曜・〆＋（蓉融ギ謡∵甑。野’

　　　　　　　　　　　　＋脅脚門脇鯛一・（・…一・）

Ciヂljをτ〃L’数平面で幽

　　　　　　W1’y；／1々’一（Cl〆yl／三’一÷一C1’y71為’）→一Cl／C1々’一1ぞ1∫～1ん＝＝O　　　　　（3．1C－2＞

と表されるとすれば，この2円の2交点を過ぎる薦：線は

　　　　（鑑脇＋訟＋曲ポ¢の痢’

　　　　　　＋（窪㌧距君慕、砿G，÷¢・）吻ガー高’ご計姻一α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．10－3）

この直線群のうち特にG2コ∞の｝自：線は

　　　　　　　　　C1〆マU1’十C111厚／1々’一C監’C1ガ　÷1～1／～且た＝＝0．　　　　　　　　　（3．10－4）

根点丁躍1’G2は

　　　　　　　　　　　　ナ，職一βた2！Cllc1・一81R・・）．　　（3．、。＿5＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　β禽2C1疋’一B2C正’

目盛り償：線尺は

　　　　こ、、慨’＋ご1’栃・、、しご、’ご1、・択＆一2〆δ1’ら’一〇．　（3．10－6）

零麟盛り点〔M膨1’G，〕G，一〇は

　　　　〔臨加痂凶喉編垣塾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．10－7＞

単位目盛り長さS膵1’σ2は

　　　　　　　　　　　　・一藝藷老磐器1　（…一・〉
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　C2円線図用の送’1六野実効コンダクタンス（ろ均等目盛り尺度もこれと瞬一手順で求め

ることが出来る．

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纐でも煕を勇E12に移　3．10．2　0叉円線図用の受電端サセプタンスB2尺度．

して〕駁扱かう．E、とβ2が一一定であるときwr1’は⊂（6＞，式（2．7－8）〕

　　　　　　　吻二一（叢賑二訟物蕨譜

　　　　　　　　　＋露謡≒蜘剛一α　（…一・）

この円と式（3．10－2）円との2交点を過ぎる直線は

　　　　（套融二颪物融一この吻

　　　　＋（華．胃＿＿聖＿二。．　＿ご、’βBハん一∠4β鳶一2フBB々B2）喰＋高爆一鴫一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．10－10＞

この直線群のうち瓦＝・。の捜線は

　　　　　　　　こ1、嘘1’＋ご1嘘しご1’6・・’÷舷・一〇・　　（3・詳0－11）

根点丁陥’β2は

　　　　　　　　　　　加。、一醒．（9≦Cl仁窪！聖．　　〈、．1。＿、2）

　　　　　　　　　　　　　　　　β走2C1々’÷β2qノ

目盛り直線尺は

　　　　　こ、、・助＋ご、’1々，、しご1・ご1、’＋㌍1一21》δPδ；7－0．（3．10＿13）

零巨｛盛り点〔M陥・β2〕β2濡。は

〔幅＿晦÷・〆Y1雲遊∵γ塾纐一1、）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　B℃1’÷Bゐ2C1ん’

単1立目盛り長さSWI・B2は

　　　　　　　　　　　・暗謙難ノ1　（・1・ヨ5）
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　C2　rヂ1線図用の送電立吊1実効サセプタンス，8、均等1三｛盛り尺度もこれと同一手順で求める

ことが出来る．

　3．11実効抵抗の尺度および実効リアクタンスの尺度

　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
3・”・lq円細用の受電端鶏抵抗R・尺度本項では駄を互Eハこ移して取

扱かい，これをW1’数平面とよぶこととする．このときC1円は

　　　　B／1’W1ゐ’一（C1た’罪1’十Cエ’肩／1々’）一軒置1’C1ゐ’一2？11～エ桑＝0　　　　　　（3．11－1＞

と表されるものとする．E1と1～2が一定のときW1’は〔（6）．式（2．8－5）〕

　　　　畝’糎一（論滞鑑、菰♂

　　　　　　　　　　　＋穿菰＋講＋璽編剛一α　（3．11　2〉

こσ）2円の2交’点を過ぎる罫ニコ：線は

　　　　（鑑菰＋蓋＋薦鳶卿砕

　　　　＋（撫．．　．互茎2，．．．．＿61’孟湾Bゐ十B乃鳶十2／1／1たR2）船¢’高呂晒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．11－3）

この颪線群のうちR2＝OQの直線は

　　　　　　　　C正た’朔／1’一÷一C1’珂ノr1た’一C1’C三々’十一1～！ノぞu漏＝0．　　　　　　　　（3．玉1－4）

根点7「w1・R2は

　　　　　　　　　　　ナ腿，一網ρ孔’C1・L盈R1・）．　　（，．11＿，）

　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ々2C1々’一∠4℃1’

目盛iり直線尺は

　　　　こ1、’暫＋ご、帆、一ご1℃1、’＋脈ザ2〆ご、℃1、’一〇．　（3．ll－6＞

零目盛り点近M陥’R2〕R2鵠θは

　　　〔臨海。一ナ＿・珂衆一至翌硫撃注

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4差2C1々’一・42q’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．11－7）
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単位：目盛り長：さS珊・R？は：

　　　　　　　　　　　　　　　＿4》ご1℃、〆翔κ1’1t

　　　　　　　　　　S臓篇E1・（／1た2C1々’一　！窪2C1’）1・　　（3・11－8＞

　C2円線図用の送喧端実効抵抗R1均等厨埜釜り尺度もこれと嗣一手順で求めることがで

きる．

　3。IL　2　C1円線図用の受電端折効リアクタンスX2尺度．　本項においても原点を
ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
菰E・2に移して駒扱かう・E・とX・が一定のときW・1は〔（6）・式（2・8－8）〕

　　　　　　卿嬬（鑑蔽一加争三，轟譜’

　　　　　　　　　　＋久翻…訟、臓叫似　（一〉

この門と式（3．11－1＞円との2交点を過ぎる直線は

　　　　（鑑話、漉黙擁謡諏）碑

　　　　　＋（穿蝕一己ξ誓頭鰯鵡’睡＋¢爆一蜘一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．11－！0＞・

この直線群のうちX2篇QQの直線は

　　　　　　　　　C1〆yレF正’十C1「71／uノーC1’C1々’→一1？1／～1た＝＝0．　　　　　　　　（3．11－11＞

根点：τ「陥・x，は：

　　　　　　　　　　塀＿鎚霊・〆；皐1聖．　　（、．、1－12＞
　　　　　　　　　　　　　　　　盆℃1！十過ゑ2Cユ澄’

目盛；り蔭：線尺は

　　　　こ、、嘘1’＋ご遮、しご、℃、、・＋盆、盆1一2〆ご、℃、、・一〇，　（3．11－13＞

零繍盛り点〔M研1・x2〕漉需。は

　　　　〔鰍・＿痂ド噸7｛熱∴二回戦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．11－14＞
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葺i．位：目盛iり長さSw・、’x2は

　　　　　　　　　　　　　　　L4〆ご、’61、’胴、・ご1’」ζ

　　　　　　　　　　S烈日｝E、・融÷ム℃、、rr：・　　（3・旧5＞

c・円駆開の送電鞭蜘アクタンスx論網盛駅度もこれ胴π手順で求める
ことが出来る．

　3．12　実効アドミッタ≧スの二乗量尺度および実効アドミッタンスの偏角尺度

　3．12．1α円線図用の受電端実効アドミッタンスの二乗アノ尺度．木項において
　　　　エ）　　　　　　　　　　．
は原点を吾E・2に移して勅擁’い町牛脂とよぶこととする・E1出が一定の

ときW1’は，〔（6＞．式（2．9－5）〕

　　　　　晩’蹴一論庶髭蔽畝’÷登吾良護蔽鯛

　　　　　　　　　　　　　＿．．．E14＿一。．　　　（3．、2＿、＞
　　　　　　　　　　　　　　BBた（．8βた｝～2一・姐た〉

この円と式（3．10－2）円との2交点を過ぎる薗線は

　　　　　（叢舐景L蝕一¢の臨（爺8誰を羅一御脚

　　　　　　　　　　　　　．．E1塩＿一＋ご1℃、、L駅、凶．　〈342＿、）
　　　　　　　　十七
　　　　　　　　　ββゐ（BB々y22一ノ猛る）

この直線群のうち玲2雲ooの直線は

　　　　　　　　C1々’レ171’十C1’1レレ「踊’一CI／01ゐ’一ト1｛11ノ～iた二〇．　　　　　　　　　　（3．12－3＞

根点7「塀1’玲は

　　　　　　　　ナ陥炉q’E12‡越（0・’C｝・；；凧）．　　（，．12＿、〉

　　　　　　　　　　　　　　　　．4滝Bたqた’一・48c正’

目盛り直線尺は

　　　　　　こ調、’＋ご、帆、一6、℃、、’樋、瓦一2〆ご1℃1、’一〇．（3。12－5＞

零目盛り点しM泌’｝の穴一〇は

　　　　臨〕一＿2竺！直塗＋望α）＿2一、〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1た．8距01〆一ノ4BC1’
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単位目盛りの長さS〃1’エ・2は

　　　　　　・・…鼠講1聖織1・（＆・2一・）

　C2円線図IBの送電立lll実効アドミッタンスのこ：乗y’、2均等目盛り尺度もこれと同一・手

順で求めることができる．

　3．12．2　0重円線図用の受璽端実効アドミッタンスの偏角θ2尺度，本項においても

　　　エ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
駄％E・2彫して取．獺かう・E1とθ・が一定のときW・’は〔（6）試（2・9…8）〕

　　　　　　　　卿恥（隻脇銭轡ん，評

　　　　　　　　　　　　＋鮎鍵爺♂鯛一住　（・12一・）

この円と式（3．10－2）Plとの2交点を過ぎる直線は

　　　　　（阜．．E12ε」Ol。　＿ご、、・8ゐAB鳶ε一ノ02一　β遼差εノθ2）卿

　　　　　　　　＋髪舳ε繕器、ε　縞搬＋¢傷瞬・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．12－9）

これはθ2をパラメーターとするとき式（2．4－15）の塑の直線群であって共有点を持っ

ている．式（2．4－8＞，（2．4－9）で示した方法あるいは便法として示した方法で共有点

丁罪】・θ2を求めれば

　　　　　　　　　　　　　　　心々（q’C1〆一R1R1た〉．　　（、．12＿1。＞
　　　　　　　　　　7「琳’θ2＝
　　　　　　　　　　　　　　　擁BC1’十ノ4たBたq々’十E12

しかして直線群の加1’llはベクトル

　　　　　　　　両警論調㌦づ¢’薦一ブご・’　（・・一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

の方illlであるが，この式はθ2を変数とするベクトル軌跡と杉えてよい．　しかしてこの

Z8はこの場．合直纏であるが，ごル軌跡川のθ均等目盛り門尺度はll后火の方法で求めるこ

とが出来る．

　すなわち表題のθ鈷勾割｛盛り尺度はナw1・02点を㌶；一・根点とし，この点から更に一ブごノ

を幽きこの点0’を第．．：根点とする．　この0’点を後で注意するまで暫く原点、とみなし
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て式（3．12－11）に示された171肩：ηをii｛i｛き，これにθ2の目盛りを施す．このτ71副τりは0’

点を通るから，直線

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　「巧「遺ガ．加、耐．．　　　（3．12－12＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一フ∵一｝εノ202　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．．
　　　　　　　　　　　　　　　　E12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B々E12

　　．ん君距　　　　　　　　　　E～
はづｨに鮫し頭計を1越ぎる・この醐を蓉脚くとして卿する・肚で。’

点を原点とみなすことを了る．

　02円線隊i川α）送電端実効アドミッタンスの編角久の均等目盛り円尺度もこれ、と伺一

手順で求めることが出来る．

　3．！3　相互アドミッタンスの二乗の尺度および相互アドミッタンスの偏角の尺度

　3．！3．101円線図用の送電端から見た相互アドミッタンスの二乗r212尺度．瓦と

y瓢が一一定のとき1γ1は〔（6）．式（2．12－2＞〕

　　　　搾轟一（α　 ．　C　．}E12W1十．E12罪1々．4為　　　遼）＋窯量蜀研一・・

この円とC1罰との2交点を過ぎる泊二線は

　　　　　（距一高→吟（画一¢）甑

　　　　　　　　　　　＋ご、ご1一細＿cρ㌧登一。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん4ん

（3．13－1）

（3．13－2）

この式はy』βをパラメーターとするとき，式（2．3－9）の型の痘線群である．

パワー三豊用基線は

　　　　（踏一この吟（呈瓦・一◇）1々1縞ら一脇儀1一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．13…一3）

卜1盛り尺としてir〔線

　　　　　　　（距・鵡・）搾一G島・一¢）1々・・一・　　（・・3一・〉

を堀いれば，零il盛り点〔M陥y2｝〕y2凹。：ま
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　　　　　　　　　　　　　　　　Cα　　．．　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　　＿一qq々÷R11～王々
　　　　　　　　　．　　　　　　∠4／1ゑ
　　　　　　　　〔ル∫隅王亀1〕y老1箒G＝ζ一．　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　α　　　　．　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　…．E～一C1々　　　　　　　　　　　　　　∠4た）㌔　（　5＞

単位目盛りσ）．長さS照｝伝は

　　　　　　　　　　　　　　　i　　－1　　i
　　　　　　　　　　　S　i・蔽（零点町　　（　6）

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　3．捻．2　∂、円線図用の送魑端から見た相互アドミッタンスの偏角〃2、尺度．E、と

θalとが一定のときW正は〔（6）．武（2。12－5）〕

　　　　　　∠4ε一ゴθ21レ1／1一ノ親玉εノ021擁／iた一（Cε一ノ”21－Cたεノθ2夏〉五712＝0，　　　　（3．13－7＞

こび）直線群の共有点丁膨1噸は

　　　　　　　　　　　　　．　　（）
　　　　　　　　　　　　　7、翻ろθ21＝㌦．E12．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．13－8）

直線群の方向を示bすベクトルは

　　　　　　　　　　　　　　　語謹∠4々εブθ2差．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3、13－9＞

よってθ21の均等目盛り門尺度は，7「wlo21を根点としF世盛り尺はこの根点を：1．1心とし

た任意の円を画き，　これに式（3。！3－9＞の関係に従・・てθ2、を目盛ったものとすればよ

ろしい．

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　ノi　　　　　　　　．
　3．13．3　02円線図用のy毫～尺度．本項では源点を一マEノに移して取扱かいW2

数平画に対応する数平面をW2’数平海と呼．ζ；こととする。またC21頚ま

　　　　　吻2’確2〆一（（ラ2た’17シ「2’一ト（フ2q7レFと〆）→一C2’C2た’一ノ～21ぞ2々＝0　　　（3．13－！0）

で表せるとする，E2と｝急が一一定のとき卿2’は〔（6）．式（2．12－9）〕

　　　　　　励臨（づ㌧＿ξむ＿夢ヶ，’』＿．ξ量i、遮、’＆1一βB鳶｝～～　　　　81一ββん】窪12）

　　　　　　　　　　　　　　　減臨
　　　　　　　　　　　一ト　一；一τ一…一一一一一丁胃一一E£4＝＝O。　　　　　　　　　　　　　　（3．！3－1！）

　　　　　　　　　　　　B島（1－BBた】穐～）

∴の両円の2交点を過ぎる直線は
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　　　（．4たE。2　．∵一一．÷一一一。2〆β鳶1－Bβゐ｝7』12）叫（卸餐爵一α）陀

　　　　　　　　　．　．　　。．　　　　．4メ［ゐ
　　　　　　　＋C・’C・〆一尉一薇li．二．搬葛・IE・4噂（3・13－12）

この直線群のうち特にy1212二〇〇の直線は

　　　　　　　ご，、’吻＋ご、’1〃，、’一ご、’ご，、’＋差，盆，ド0．　　　（3．13－13＞

根点丁πz2’｝勉1は

　　　　　　　ナ陥焼締1禽仁璽・仁越C・1互・2．　〈，ほ3＿、、）
　　　　　　　　　　　　　　．4Bた02た’一B・4々C〆

目盛iり直線尺は

　　　こ，、吻＋ご鐘，、しご、’ご，、’＋紐，一2〆ご，’ご，、’二〇．　（3．13－15）

零目盛り点〔《4w2・乃…〕｝勉一〇は

　　　〔隔撫・一幅＋弩雛壁心侮岡

三f立隣盛り長：さSw2・y21は

　　　　　　　　Sw幽静土崎巧1一⊆乃勉轟⊇巧・一9

　　　　　　　　　　　　　　　　　v212

　　　　　　　　　　　儲綴獣器・　（一7）

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　蓋
3・13・4c・円樋駒θ・訳度一ミ殊おいても駄を芳E卸こ移して駒扱

かう．E2とθ21が一一定のとき1”2’は〔（6）．式（2．12一圭2＞〕

　　　　吻鵬一鑑講蟻歳嘔警詰諮餐ラ∂押）触

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．13－18）

このi：Llと式（3．13－10）円との2交点を過ぎる直線は
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　　　　（阜．湾為εノθ21互・2一ご，〆B々。8ε」021－Bたε一ノθ21）賑（島調誓毒，｝％

　　　　　　　　　　　　　十C2’C2〆一R2R2た＝0．

こ4）画：線群の共有，Lll灸7筋・の1は

　　　　　　　　玩，。、1＿．県塑⊆運脚こ興郵・！、＿一．．

　　　　　　　　　　　　A8舜。2ん’＋84c2しん4距Eし22

この直線群の方向を示すベクトルωは

　　　　　　　　聡警廣鍔躍誘一ブQ藁責一ブα・

よって表題のθ21の均等1ヨ盛り尺度は7’膵2・021点を第一根点とし，

うに取り扱かい，式（444－26）中のy2の共役円

　　　　　　　　　　　　らド．照聖＿zξ鳶ρプ侮

　　　　　　　　　　　　　　　・4距E22　　BんE22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
を画き，これにθ21を1三1｛盛る．　この円は0’点を通るから，一ド．

、，碑　　　　　　　γ2
　　2B
と嗣様である．この後αを源点とみなすことを止める．

　　　　　　　　　　　　1。2
　3．

　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　　　　　　　11
13－2）〕

　　　　瑚艦一（一！駆E・生砂、＋．鎚塗㍉イん4た一α～　　ん4々一α∬2）A贈毒

この円とq円との2交点を過ぎる直線は

　　　　　　　（誼鷺ダ勾臨（盗磨富、縞）甑

　　　　　　　　　　　＋ご、O、ヒ淀、差、ヒ＿『ρ璽旦…＿0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4ん一α12

一一
ｲ・’i〆

No．13

（3．！3一一19）

（3．13－20＞

　　（3．13－21）

この根惑から更に

一ブC2’を取りこれを第二：．根点0’とする．この0’点を後に注意するまで暫く原点のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の軌跡は

一一 鼈鼈鼈齠 _を過ぎる直線である．この直線を補助尺として使用すること3，12．2節

（3．13－22）

ブBた　　，．一．駒

．　に蔭父
ノ4轟E22

14端掩流比の二乗㈲の腋および・・と・・との位官の腋

・葱1繭紬用のα・・諜）尺度・E1と・・が講のとき縣ま〔（・）試（・・

一一
m1十一；一r一一一一一珂ノ玉走　十　一；一τ一一一一一…＝（〉．　　（3．14－1＞

（3．14－2＞
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この直線群のうちα∬2＝◎oの直線は

　　　　　　　　　くフ玉ゐ1阿／1÷C1Wl為一CICIた→一1～12？1ゐ＝　0．　　　　　　　　　　　（3．14－3）

根点丁隅α∬は

　　　　　　　ナ隅。、一瓠（ご・¢・タ；璽・転；6ご・ご・至・2．　　（，．、4＿、＞

　　　　　　　　　　　　　　C轟C1々一Aαq

欝盛り直線尺は

　　　　　　　こ、遮＋ご、1々ザご、ご1け盆、差、ド2〆6、6抜一〇。　（3ほ4－5）

零目盛り点〔M略α・〕α・司は

　　　　　伽加一鰍＋望竺（ごん＝照り．　（＿＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C／1々Clた一AC舜C1

単拉二隣盛り．長さS陥α∫は

　　　　　　　　　　　、脳一．璽魂＿∴　　（3．14－7）
　　　　　　　　　　　　　　　E12（C／1々C1た一／1C々C1），

　C2円線図用のα∫2均等閣盛り尺度もほぼ上と同様の手順で求められるが計算が少し

繁雑・な・・その船緋の膿を・1・め・後その逆数膿を求め紡が弄陶翻で

ある．

　　　　　　。　　　　　　　　　1。　　　　　　　　　　　　　　．
＆142c・円線図肋 秤]腋・E1と鱒一定のとき顕ま〔（6＞試（a

13－5）〕

　　　　艦一品翌｛至醇義響器畔・髄一・）

この円とCl円との2交点を過ぎる直線は

　　　　（∵．⊆εゴβ・鼻劉＿＿ご、走ノ4為εノβ「一　／1ε一ノβ∫）吟（話募黒拶｝一の瑚・

　　　　　　　　　　　　　　　÷CIC1鳶一∫～11モ11ゐ＝0．　　　　　　　　　　　　　（3．14－9）

この直線群の共有点丁隔βバま
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　　　　　　　　婦一．．9部・純毛⊆＆8廼〉．　　　（3．、4＿、。）

　　　　　　　　　　　　C森C1為÷・4αC1－CαE12

また直線群の方向を示すベクトルωは

　　　　　　　　　殉難詮賑鵬≡壱一ブ砿　（・・4一・・〉

よって表題の粉の均等目盛り尺度は丁田β」点を第一根点とし，この根点から更に一ブC1

を取り，これを第二根点0’とする．この0’点を後に注意するまで暫く原点とみなし，

式（3．14－11）中のU1の渉墨モ役P］

　　　　　　　　　　　　シド．4L＋ノ．ε一・・β・　　「（3．、4＿、2＞

　　　　　　　　　　　　　　　一ブαE、2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブαE12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

諜墨懇こ蜜灘1器議論の蟹繍議潔
　　　一ブC鳶E、2　　　　　　　　　　　　　2践
なお目盛り円尺は0’点を中心とする円とすることも出来る．これで0’を原点とみな

すことを止める．

　C2円線図用のβ∫均等閤盛り円尺度もこれと同一手順で求めることが出来る．

　　　　　　　　　　　　　　　4．尺度の数値例

　以上述べた方法によって線路定数／1，β，CおよびDがそれぞれ

　　　　ノ4漏1）讐0．9170十ブ0．01302＝0．9171／0．850，　　　　　　　　　　　　　　　　（4－1）

　　　　B＝23．48十ブ151．8罵153．6∠81．45。　〔ρ〕，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－2）

　　　　C一（一〇・00473＋ブ1・048＞・10－3－1・048・10一3／睾0・26Q〔σ〕　（4－3＞

の送電線で，E、謹240〔々y〕，　E2謂220〔々y〕の条件を保たせつつ送電を行う場合の送

電端電力円線図に付設した諸尺度を第4－1図から第4－4図に示し，又そのうち2，3

の尺度について，それを求める数値計算を示す．円線図を4つの図に分けたのは尺度の

密接を避けたためである．

　C1円線図はこの場合〔（6），式（2．2－4）〕

　　　　航イ蜜鰍÷㌘陶＋OD々E参云珊一α　（・一・）

よって円線図の中心1立遣C1は
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策4－3図　1凱蓋：力円線1雲1付設尺度一送端実効コンダクタンス，伺サセプタンス，

　　送端実効抵抗，隅リアクタンス，受端実．効コンダクタンス，嗣サセプタンス，

　　受端実効抵抗，同リアクタンス，12とE2の位相差角

（．8D＋B為P々）E、2一（盈B為一トB・4ゐ）£22

2君2

＝1．14／17．10　　〔Myン4〕 （4．1－3＞

を過ぎる．　圏盛り尺としてパワー表示用基線に直交する線を用いれば単位樹盛り長さ

3略p2は式（3，3－6＞によって
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第4－4図　同電力円線図付設尺度一送端電力，三二蕪効電力，相互掌ンダクタンス，

　　相互サセブタンスラ根知抵抗，相互リアクタンス，左1と左2の位相差角，（為μ）2，

　　ムと為の位相差角

　　　　　　　　　　　　l　　　　　E、2　　　　　1
　　　　　　　　　　　　ミ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　り　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　S陥P、＝i．。　．．　　　．．　．．．姦　　1
　　　　　　　　　　　　　（ノIDた＋．8α）E、2《ノ1Bた＋β〆1々＞7E、2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β距

　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ニ
　　　　　　　　　　　一膝証器｝　　　（41～4）
　　　　　　　　　　　　1

この尺度は第4－2図中に示されている．

　4．1．2　受電端無効電力（｝2の均等目盛り尺度．（～2の均等目盛り尺度は3．3．2項

によって，パワー表示用基線は
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　　　　　　　　　艦踪峠ト鉱㌦　（4．1－5〉

に直交，すなわち式（4．1－2＞のベクトルに平行し，点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ρた．ニメ畢E、・＿ρρ照・先τ5・1署

　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　／1」Bた一B殴鳶　　　　　　　　　Bβル
　　　　　　　　〔M珊Q，〕Q、一〇＝＝＾…一喜二＾施＿一一一考二＝　　　　　　　　　　　Bα一月D鳶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠）ゐ　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　Tπ　　．、一E12一　．　E12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β距　　　　　　　　　　　βん一A8々）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（BZ）一盈。葎）E・2＋（遼飯πB瑚Eぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、壼2

　　　　　　　　　　　　　　　　＝55．71／72．go　　〔ルfyン4〕　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．1－6＞

を通る直線である．目盛り尺としてパワー表示用基線とi長較する線を川いれば，単位潤

盛り長さS斑Q2は式（3．3－12）によって

　　　　　　　　，陥α一　．．．．．置。．．．∂ん1

　　　　　　　　　　　　　　一（βα　湾D々）E・2＋（翻ヒ紹た）ムE～i

　　　　　　　　　　　　　ミ　　　ロ
　　　　　　　　　　　　一陰㌧・〔諺磐」　　　（…一・）

　　　　　　　　　　　　　1

この尺度は第4－2窪国．1に示されている．

　4．2　根点を持つ尺度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫）。
　4．2．1　送電能率ηの均等目盛り尺度．送電能率η＝一よの均等1脂i盛り尺度は3．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1

節によって，根点丁陥ηは

　　　　　　　　　　　　CP距÷五）α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）0鳶E14－E12E～
　　　　　　　　　　　　一；一三一一一7；一E14一　　　　　．9
　　　　　・　　　　　　　．4B滝÷B／4為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8βた
　　　　TH・1η＝

　　　　　　　　　脇一器簿繋一。㌔一（z）鳶oBたβ）瓦・

　　　　　　　　　塑＋8々ρ蝶＝（愚±朋鳶＞E～一ブ、．，6、〔M晦（、．、＿、＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　B2～、Bた2

口盛り尺は式（3．9－1＞によってQ1軸に平行である．また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝　100〔Mγ〆1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．2－2＞

とした．零際盛り点〔M晩η〕η30は式（3，9－6＞によって，
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　　　　〔M箔η〕η＝・0　コ7「琴うη一

　　　　　　　　　　　　　　　　舩一器1辛芸葺1一ご輻一薩一碧）研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B鳶2　　　．
　　　　　　　　　　＝7「H！1η一2ムT一・　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニノ3．764彗一340．2／一72．9。　　〔Mγノ1〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　β2一召鳶2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4。2－3＞

単泣目盛り長さS隅ηは式（3．9－6）によって

　　　　　　　1　　　　　　　　2」E、2　　　　　　　　1
　　　踊η「（一細一〉砧（．4Bた十B／1ゑ）（甕一馨）犀

　　　　　　一1轟一・〔器｝　　　（一・）

この尺度は第4－2図中に示されている．

　4．2．2　受電端実効抵抗＆の均等目盛り尺度．この尺度は3．11．1項に柔って原

点を

　　　　　　　　　　　　　£隔・51璽佛〕　　（・・2一・）

に移して取り扱かう．この場合（）三円は式（4－4＞から

　　　　鶴ガー（蓋臨塾の＋聖孟鑛墨似姻

円線図円の中心位置C1’は

　　　　　　　　　　　　　　　　　こ、’一聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．2－5＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4β

また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EIE£

　　　　　　　　　　　　　　　　　R「菰　　　　　（4・2一6＞

根点TiF1’命：ま式（3．11－5＞：こよ・、て
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　　　　　　　　　　　　　潔E・4；理・互・2E・2　．　　．．

　　　　　　　　瓦，R、＿＿　舶・Bβ・　雛率E・1；嬰為互・2

　　　　　　　　　　　　　　憾、・互・1＿減・互・1　孟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且4た一ノ1Bん

　　　　　　　　　　　　　　　　んB々　　　メL8

　　　　　　　　　　　　＝皿60，76／一91．70　　〔ハ4レ7〆1〕．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．2－7）

医1盛り尺は式（3．11－6＞によって

　　　　　　　・　　　　Eり2　　　　　　　57600
　　　　　　　　　　　酬．＝＝　・…　　　　　　　　　　　／一82．30　　〔ハ4y／1〕　　　　　　　　　　（4。2－8＞　　　　　　　C1’＝一∵
　　　　　　　　　　ノ4B　　　O．9171　×153．6

に演：交する任意の適当な直線とすることが出来る．：本例では本項で原点と取った点を過

ぎる線として

　　　　　　　　　　　　　　凡1～、rC、’C、為’　ん4たE22－E、2

　　　　　　　　　　　　1＝…、》δ諏㍉蔵菰∴　　（4・2－9）

零爆盛り点〔躍τγ1’R2〕R2罵。は式（3．11－7）によって

　　　　　〔晦如掘＋・姦｛艦墜互聖｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん・．郵＿オ・鷹遺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んβゐ　　　ノLB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇繭廊

　　　　　　　　　　　　14・脳一両二贈、

　　　　　　　　　　　　　岬陥，R，＋星列∵嬰鰐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β！1た一、4B為

　　　　　　　　　　　　　瓢60．76／二ρ！二＿71巳÷60．76／真gl乙ニュ8＿　〔My殴〕．　　　　（4．2－10＞

単llk　ri盛り長さ∫IW斑は式（3．！1－8）とナ亡（4．2－9）によ．，て

　　　　　　　　　編一ぞ蟻∴1：玄奥

　　　　　　　　　　　　　　　i　　　E14　　77一一
　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　B・＆

　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ロ　　　　　　　　　コ　ロ　　　　　

　　　　　　　　　　　　　刊・畿ぞ螂α726〔響｝（一）
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この尺度は第4－3麩1中に示されている．

　4．3　円尺を持つ尺度の例

　表題の例として受電端実効アドミッタンスの舗角θ2の均等目盛り尺度を示す．本贋

においては原点を

　　　　　　　　　　　　か
　　　　　　　　　　　　一∵五712＝皿343．9／一80、6Q　〔：Mレ「ン4〕　　　　　　　　　　　　　（4．3－1＞

　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　一踊…………㎜一

に移して取り扱かう。この場合C1’および．配1は

　　　　　　　　　　　　．　　．　か
　　　　　　　　　　　C1’＝C1一マE～＝＝0．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．3－2）

　　　　　　　　　　　姻、一E125・2．　　　　　（、．尉
　　　　　　　　　　　　　　　　BB沌

θ2尺度は3．！2．2項に示したように第一根点7’町θ2は

　　　　　　　　．　鹸（E12E鷺2君嵐）ん

　　　　　　　　丁田θ，諏　　　　　　四一∵E22
　　　　　　　　　　　　　　　E12　　　　　B

　　　　　　　　　　　＝＝288．9／97．70　　〔Mレ「ン4〕．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．3－4＞・

第二根点0’は下に示すようにTレフ、’02と…致する．

　　　　　　　　　　　0’＝＝7「秤Yθ2一ブC1「＝フ「｝ア！’θ2．　　　　　　　　　　　　　　　〈4．3－5＞

また

　　　　　　　　　　　　殉翫，鱈恥　　 （・・3一・〉

したがって

　　　　　　　　　　　野卜1…一体　　（一・〉

よってこの場合には7「珊・θ2を中心として画いた任意の円周に／zθを目盛った円尺とな

る．第4－2二四にこれを示す．

　　　　　　　　　　　　　5　　結　　　　言

　緒需でも述べたように，交流隠酪円一図の効用を高める条件の一つは，一つの円線図．

を利絹してその交流回路に關する必要諸量を容易に求めることが出来るように，それ等
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諸量の尺度が付設出来ることである．従来示された尺度は

．　4十∂z
w筐　　　　　　　〔Zは実変数〕，
　　ど÷虜2P

匹職漁〔Z醸変数〕，
　　6＋4／z

砂ノ鯉ぞ〔zは実変数〕
　　6÷4εノz

等で示される円線図に付設したZの尺度，いわゆる変数尺度，半極線，あるいはパワ

ー表示用基線の理によった弁慶，電気機器回路円線図に示された能率／／慢度等で，その製

作方法は統一に欠けた種々の考えに頼っていた．

　これに対し本報告に示した方法は，今取り扱かっている潮路について製作出来る多数

の円線図のうち，任意の適当な一円線図〔オ蔀艮町でC円と呼称〕を採用し，これに付

設する尺度はC円が保つ条件のうち一条件を，尺度を作ろうとする鍵2が関係する条

件と交換して出来る円群〔ときとして薩線群〕を求め，　この円とこ円との2交点を過

ぎる直線群に藩目して製作する，考え方としては単純で統一の取れたものである．結果

は本報告に示したように，各端予の電力，電力比（能率），無効電力，無効麗力比，電圧

値，その登霞，電圧比，その隔角，電圧の実数部，虚数部，　　　　その偏角，電流

比，その偏角，電流の実数部，虚数部，実効分，無効分，実効および相互でンピーダンス

の大きさ，　岡偏角，実効および相：互抵抗，　嗣リアクタンス，同アドミッタンスの大き

さ，その偏角，実効および相互コンダクタンス，岡サセプタンス簿，殆ど知ることを必

要とする諸子のことごとくの均等剥盛り尺度を製作三し得ることを示している．

　本報告に数値例として示した門線図は，横軸に送電鐙力P1，縦軸に送電無効奮淫力（込

を取・二、て画いた，いわゆる送電端電力F｛弓線閣であるが，この円線図と付設尺度を通して

更に理解されることは，この円線図を送電端電力円線図と隈定すべきものでないと鴛う

ことである．　第4～2図を一見して解るように，受電端電力P2尺度と受電端無誤力電力

Q2尺度をそれぞれ横軸，縦軸として見れば，　この円線図は受電端電力円線図である．

また受電端有効電流／2／尺．度と受電：立ll｝無効電流／2〆尺度をそれぞれ横軸，縦軸として見

れば，この「q線図は受電端電：1弄iFI線図である．他の尺度に関しても金く罰じことが公え

る．すなわちこの円線図の本質は送電端電圧と受霞端電圧が先に示した…定値の時の稽

であると云うことで，P1軸も，　Q1軸も尺度び）一つである．　F王二：｝線図をこのように見ると

きは一つの円線図の持つ意昧を拡張する．

　従来円線図の取扱力・い方は本質〔この例の送電端電圧，受電端電圧それぞれ一定と云

うような〕が同じなのに，送電端電力円綴纂図，送電端電流円線1渕，受電端電力日線図と

いうように分け，したがってこれらの円線図は，一つのものから他のものには座標変換

と尺度変換を行って円線図を1瞬き1蓉1：し用をはたしていたのであるが，尺度の完備が容易
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になった今後は，円線図の取り扱かい方を変える必要も生じて来る．これは円の方程式

として従来は変数に着目した式を用いていたのを，筆者は変数を消去し，その円を特性

づける．境によりょく蒲目した式を用いるのがよいと提案していることと同一意味があ

る。

　終りにこの研究にたえず貴重な助書を頂いた石橋教授（現電機大学1＞，東京工業大学森

渕教授（現沖電気工業株式会禰，栗屋教授，中野教授を初ダ）本学電気工学科，通儒工学

科，数学教室の先生方にお礼を中し上げ，業研究結果の：整理に尽力して頂いた中村浩

君，宮下登君に謝意を表する．
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                               Summary

           Application of Complex Geometry to Circular Diagram

                     （Uniform Scale of Circular Diagram)

                            Shinichi FUJII

          ･'Department of Electrical Engineering Faculty of Engineering)

   This paper gives the clrawiRg method of the scale attached to a. c. circuit

circular diagram based on a simple and unified ideas. The method is to utilize

the character of the straight Iine which is explaiBed next and is treated with

complex geometry, for the drawing of the scale. ARd the line above men-

tioned is such a one as passes through the two intersecting points of two

circles picl<ed out from a group of circular diagrams on a a.c. circuit.


